
３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

４

法
第
四
十
三
条
の
四
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
原
子
力
規
制

委
員
会
が
そ
の
役
員
の
職
務
内
容
か
ら
判
断
し
て
業
務
に
支
障
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
第
二
項
第
十
一
号

に
掲
げ
る
診
断
書
に
代
え
て
当
該
役
員
が
法
第
四
十
三
条
の
六
第
三
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
疎
明
す
る
書
類

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

（
法
第
四
十
三
条
の
六
第
三
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
）

第
二
条
の
二

法
第
四
十
三
条
の
六
第
三
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害

に
よ
り
、
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
者
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

（
変
更
の
許
可
の
申
請
）

（
変
更
の
許
可
の
申
請
）

第
三
条

令
第
二
十
三
条
の
変
更
の
許
可
の
申
請
書
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と

す
る
。

第
三
条

﹇
同
上
﹈

一

令
第
二
十
三
条
第
三
号
の
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
法
第
四
十
三
条
の
四
第
二
項
第
三
号
の
貯
蔵
能
力

の
変
更
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
貯
蔵
す
る
使
用
済
燃
料
の
種
類
ご
と
の
最
大
貯
蔵
能
力
を
記
載
し
、
同
項

第
四
号
の
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
変
更
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
第
二
条
第
一

項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
っ
て
記
載
し
、
法
第
四
十
三
条
の
四
第
二
項
第
四
号
の
貯
蔵
の
方
法
の
変
更

に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
っ
て
記
載
し
、
法
第
四
十
三
条
の
四

第
二
項
第
六
号
の
貯
蔵
の
終
了
後
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
搬
出
の
方
法
の
変
更
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
返
還
等
の
相
手
方
及
び
そ
の
方
法
を
記
載
す
る
こ
と
。

一

令
第
二
十
三
条
第
三
号
の
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
法
第
四
十
三
条
の
四
第
二
項
第
三
号
の
貯
蔵
能
力

の
変
更
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
貯
蔵
す
る
使
用
済
燃
料
の
種
類
ご
と
の
最
大
貯
蔵
能
力
を
記
載
し
、
同
項

第
四
号
の
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
変
更
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
前
条
第
一
項

第
二
号
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
っ
て
記
載
し
、
法
第
四
十
三
条
の
四
第
二
項
第
四
号
の
貯
蔵
の
方
法
の
変
更
に

係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
っ
て
記
載
し
、
法
第
四
十
三
条
の
四
第
二

項
第
六
号
の
貯
蔵
の
終
了
後
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
搬
出
の
方
法
の
変
更
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の

返
還
等
の
相
手
方
及
び
そ
の
方
法
を
記
載
す
る
こ
と
。

二

﹇
略
﹈

二

﹇
同
上
﹈

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

別
表
第
八

使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
関
す
る
表
（
第
一
条
関
係
）

改

正

後

改

正

前

（
再
処
理
の
事
業
の
指
定
の
申
請
）

第
一
条
の
二

法
第
四
十
四
条
第
二
項
の
再
処
理
の
事
業
の
指
定
の
申
請
書
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
七

略
﹈

﹇
一
〜
七

同
上
﹈

２

前
項
の
申
請
書
に
添
付
す
べ
き
核
原
料
物
質
、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令（
昭

和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
二
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
計
画
書

そ
の
他
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
十

略
﹈

﹇
一
〜
十

同
上
﹈

十
一

法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、そ
の
業
務
を
行
う
役
員
）

に
係
る
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

４

法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
原
子
力
規
制
委
員

会
が
そ
の
役
員
の
職
務
内
容
か
ら
判
断
し
て
業
務
に
支
障
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
第
二
項
第
十
一
号
に
掲

げ
る
診
断
書
に
代
え
て
当
該
役
員
が
法
第
四
十
四
条
の
三
第
三
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
疎
明
す
る
書
類
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈
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